
(57)【要約】

【課題】土踏まずの形成を有効に促進することができ、

なおかつ乳幼児の皮膚に優しい乳幼児用靴の中敷きを提

供する。

【解決手段】乳幼児用靴の中敷き６０は、乳幼児の足の

第１指と第２指との間に立ち上がって延びている仕切り

壁６１を備える。仕切り壁６１は、相対的に硬い扁平な

硬質材料部６２と、硬質材料部６２の全体を包み込む相

対的に軟らかい軟質材料部６３とを含む。

【選択図】　　　　図１７
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【 特 許 請 求 の 範 囲 】
【 請 求 項 １ 】
乳 幼 児 の 足 の 第 １ 指 と 第 ２ 指 と の 間 に 立 ち 上 が っ て 延 び て い る 仕 切 り 壁 を 備 え 、
前 記 仕 切 り 壁 は 、 相 対 的 に 硬 い 扁 平 な 硬 質 材 料 部 と 、 前 記 硬 質 材 料 部 全 体 を 包 み 込 む 相 対
的 に 軟 ら か い 軟 質 材 料 部 と を 含 む 、 乳 幼 児 用 靴 の 中 敷 き 。
【 請 求 項 ２ 】
前 記 硬 質 材 料 部 は 、 硬 い シ リ コ ン ゴ ム に よ っ て 形 成 さ れ 、
前 記 軟 質 材 料 部 は 、 軟 ら か い シ リ コ ン ゴ ム に よ っ て 形 成 さ れ て い る 、 請 求 項 １ に 記 載 の 乳
幼 児 用 靴 の 中 敷 き 。
【 発 明 の 詳 細 な 説 明 】
【 ０ ０ ０ １ 】
【 発 明 の 属 す る 技 術 分 野 】
こ の 発 明 は 、 乳 幼 児 用 靴 の た め の 中 敷 き に 関 す る も の で あ り 、 特 に 乳 幼 児 の 土 踏 ま ず の 形
成 を 促 進 す る 中 敷 き に 関 す る も の で あ る 。
【 ０ ０ ０ ２ 】
【 従 来 の 技 術 】
乳 幼 児 用 靴 は 、 乳 幼 児 が 歩 き 始 め の 段 階 か ら 使 用 さ れ る が 、 そ の 使 用 目 的 は 、 足 の 保 護 の
た め で あ る 。
【 ０ ０ ０ ３ 】
乳 幼 児 期 に お け る 足 の 成 長 は 、 歩 き 始 め の １ 歳 前 後 か ら ６ 歳 ま た は ７ 歳 程 度 に な る ま で 続
く と い わ れ て い る 。 特 に 、 比 較 的 低 年 齢 の 乳 児 期 に お い て 、 足 を 健 全 な 状 態 で 成 長 さ せ る
こ と が 重 要 で あ る 。
【 ０ ０ ０ ４ 】
こ の よ う な 足 の 健 全 な 成 長 の 典 型 的 な 表 れ と し て 、 土 踏 ま ず の 形 成 が あ る 。 土 踏 ま ず は 、
歩 行 時 に お い て 衝 撃 吸 収 効 果 を 発 揮 し 、 背 骨 を 通 し て 脳 を 守 る と い っ た 重 要 な 役 割 を 果 す
も の で あ る 。 土 踏 ま ず の 形 成 の た め に は 、 足 に よ っ て 地 面 を つ か む よ う に 足 の 各 指 を 運 動
さ せ な が ら 歩 く こ と が 重 要 で あ る と さ れ て い る 。 こ の よ う な 歩 行 状 態 は 、 乳 幼 児 が 素 足 で
歩 く と き に 、 よ り 容 易 に 実 現 さ れ る 。
【 ０ ０ ０ ５ 】
他 方 、 そ れ に も 関 わ ら ず 、 足 の 保 護 の た め に は 靴 が 必 要 に な っ て く る 。 乳 幼 児 が 靴 を 着 用
す る と 、 足 の 各 指 の 動 き が 阻 害 さ れ 、 地 面 を つ か む よ う に 足 を 運 動 さ せ る こ と が 困 難 に な
り 、 結 果 と し て 、 足 の 健 全 な 成 長 を 阻 害 し て し ま う こ と が あ る 。
【 ０ ０ ０ ６ 】
本 件 出 願 と 同 一 の 出 願 人 は 、 特 開 ２ ０ ０ １ － １ ５ ７ ６ ０ １ 号 公 報 に 、 乳 幼 児 の 足 の 健 全 な
成 長 を 促 進 す る よ う に 改 良 さ れ た 乳 幼 児 用 靴 の 中 敷 き を 開 示 し た 。
【 ０ ０ ０ ７ 】
【 特 許 文 献 １ 】
特 開 ２ ０ ０ １ － １ ５ ７ ６ ０ １ 号 公 報 （ 図 ２ 、 図 ３ ）
【 ０ ０ ０ ８ 】
【 発 明 が 解 決 し よ う と す る 課 題 】
本 発 明 は 、 特 開 ２ ０ ０ １ － １ ５ ７ ６ ０ １ 号 公 報 に 開 示 さ れ た 乳 幼 児 用 靴 の 中 敷 き を よ り 改
良 し よ う と す る も の で あ る 。
【 ０ ０ ０ ９ 】
歩 き 始 め の 頃 の 乳 幼 児 の 皮 膚 は 、 非 常 に 敏 感 で 弱 い 。 土 踏 ま ず の 形 成 を 促 進 す る 中 敷 き は
、 乳 幼 児 の 皮 膚 に 優 し く 接 す る も の に す る こ と が 望 ま れ る 。
【 ０ ０ １ ０ 】
す な わ ち 、 本 発 明 の 目 的 は 、 土 踏 ま ず の 形 成 を 有 効 に 促 進 す る こ と が で き 、 な お か つ 乳 幼
児 の 皮 膚 に 優 し い 乳 幼 児 用 靴 の 中 敷 き を 提 供 す る こ と で あ る 。
【 ０ ０ １ １ 】
【 課 題 を 解 決 す る た め の 手 段 】
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乳 幼 児 用 靴 の 中 敷 き は 、 乳 幼 児 の 足 の 第 １ 指 と 第 ２ 指 と の 間 に 立 ち 上 が っ て 延 び て い る 仕
切 り 壁 を 備 え る 。 仕 切 り 壁 は 、 相 対 的 に 硬 い 扁 平 な 硬 質 材 料 部 と 、 硬 質 材 料 部 全 体 を 包 み
込 む 相 対 的 に 軟 ら か い 軟 質 材 料 部 と を 含 む 。
【 ０ ０ １ ２ 】
一 つ の 実 施 形 態 で は 、 硬 質 材 料 部 は 、 硬 い シ リ コ ン ゴ ム に よ っ て 形 成 さ れ 、 軟 質 材 料 部 は
、 軟 ら か い シ リ コ ン ゴ ム に よ っ て 形 成 さ れ る 。
【 ０ ０ １ ３ 】
上 記 各 構 成 の 作 用 効 果 に つ い て は 、 発 明 の 実 施 の 形 態 の 項 で 説 明 す る 。
【 ０ ０ １ ４ 】
【 発 明 の 実 施 の 形 態 】
図 １ は 、 土 踏 ま ず が 形 成 さ れ た 大 人 の 足 の 裏 を 示 し て い る 。 図 中 、 矢 印 で 示 す の は 、 歩 行
時 の 体 重 移 動 の 軌 跡 で あ る 。 大 人 の 歩 行 時 の 重 心 移 動 に 注 目 す る と 、 最 初 に 踵 で 接 地 し 、
重 心 が 足 の 外 側 に 移 動 し て 、 第 ５ 中 足 骨 骨 頭 部 よ り 第 １ 中 足 骨 骨 頭 部 に 移 行 し 、 母 趾 （ 第
１ 指 ） の 先 端 よ り 抜 け て い く 。
【 ０ ０ １ ５ 】
土 踏 ま ず の 形 成 さ れ て い な い 歩 き 始 め の 乳 幼 児 の 場 合 に は 、 全 く 異 な っ た 重 心 移 動 の 軌 跡
を 描 く 。 本 願 の 発 明 者 は 、 足 裏 の 圧 分 布 計 測 に よ っ て 乳 幼 児 の 歩 行 分 析 を 行 な っ た 。 具 体
的 に は 、 歩 き 始 め と 歩 き 慣 れ た 時 期 と で は 足 裏 に か か る 圧 に 相 違 が 現 れ る と 予 測 し 、 歩 行
時 の 足 裏 へ の 荷 重 負 荷 の 状 態 お よ び 重 心 を 把 握 す る た め 、 圧 分 布 マ ッ ト を 用 い て 計 測 を 行
な っ た 。
【 ０ ０ １ ６ 】
被 験 者 の 生 後 １ ３ ヶ 月 、 １ ４ ヶ 月 、 １ ５ ケ 月 時 に 、 呼 び か け に よ る 自 由 歩 行 で 圧 分 布 マ ッ
ト 上 を 歩 か せ 、 荷 重 変 化 お よ び 重 心 移 動 の 比 較 を 行 な っ た 。 実 験 に 使 用 し た 圧 分 布 マ ッ ト
は 、 セ ン サ 分 解 能 １ ［ ｃ ｍ ２ 　 ］ 、 セ ン サ 部 の サ イ ズ が ４ ８ ｃ ｍ × ４ ４ ｃ ｍ で 、 垂 直 力 を
圧 情 報 と し て 出 力 で き る 。 セ ン サ の 測 定 範 囲 は １ ． ９ ６ ～ １ ９ ． ６ ［ ｋ Ｐ ａ ］ 、 精 度 は ±
１ ０ ％ で あ る 。 こ の マ ッ ト を ２ 枚 つ な げ 、 有 効 測 定 領 域 が ９ ６ ｃ ｍ × ４ ４ ｃ ｍ と な る よ う
に 設 置 し 、 サ ン プ リ ン グ 周 波 数 １ ０ ０ ［ Ｈ ｚ ］ で 計 測 を 行 な っ た 。
【 ０ ０ １ ７ 】
生 後 １ ３ ヶ 月 、 １ ４ ヶ 月 、 １ ５ ヶ 月 時 の そ れ ぞ れ の 計 測 結 果 の 中 か ら 、 立 脚 時 間 が ほ ぼ 同
一 の 右 足 １ 歩 を 選 出 し 、 比 較 を 行 な う 。 乳 幼 児 の 足 裏 は ま だ 未 発 達 で あ り 、 扁 平 足 で あ る
た め 、 図 ２ に 示 す よ う に 、 足 長 の 中 心 で 荷 重 分 布 を 前 部 と 後 部 と に 分 割 し た 。
【 ０ ０ １ ８ 】
図 ３ は 、 右 足 荷 重 の 時 間 変 化 を 示 し て い る 。 生 後 １ ３ ヶ 月 、 １ ４ ヶ 月 、 １ ５ ヶ 月 の と き の
そ れ ぞ れ に お い て 、 後 部 荷 重 が ０ ［ Ｎ ］ に な る 時 刻 を 見 る と 、 １ ３ ヶ 月 時 で ０ ． １ ９ ［ ｓ
］ 、 １ ４ ヶ 月 時 で ０ ． ２ ９ ［ ｓ ］ 、 １ ５ ヶ 月 時 で ０ ． ３ １ ［ ｓ ］ で あ り 、 後 部 へ の 荷 重 時
間 が 成 長 に 伴 っ て 徐 々 に 増 加 し て い る 。 こ れ は 、 ほ ぼ 足 全 体 で 着 地 し 、 そ の 後 踵 が 浮 い て
ゆ く と い う 未 熟 な 歩 き 方 か ら 、 踵 か ら 着 地 し 、 徐 々 に 前 部 へ 荷 重 を 移 動 し て ゆ く 歩 き 方 に
発 達 し て い る こ と を 示 し て い る 。
【 ０ ０ １ ９ 】
図 ４ は 、 足 裏 の 重 心 移 動 の 軌 跡 を 示 し て い る 。 １ ３ ヶ 月 時 で は 、 踵 か ら つ ま 先 へ 直 線 状 に
重 心 が 移 動 し て い る の に 対 し 、 １ ４ ヶ 月 時 、 １ ５ ヶ 月 時 に な る に 従 い 、 弧 を 描 い て つ ま 先
へ 向 か っ て 重 心 が 移 動 し て い る 。 す な わ ち 、 足 幅 方 向 へ も 重 心 移 動 が あ る こ と に よ り 、 安
定 感 が 得 ら れ 、 歩 行 が 上 達 し て い る の が わ か る 。
【 ０ ０ ２ ０ 】
本 願 の 発 明 者 は 、 さ ら に 、 乳 幼 児 の 左 右 の 足 の 重 心 移 動 の 軌 跡 も 調 査 し た 。 図 ５ は 、 歩 行
開 始 時 期 の 一 例 と し て 生 後 １ ３ ヶ 月 （ 歩 行 開 始 後 １ か 月 ） の 乳 幼 児 、 お よ び 歩 き 慣 れ た 時
期 の 一 例 と し て 生 後 １ ９ ケ 月 （ 歩 行 開 始 後 ９ ヶ 月 ） の 乳 幼 児 の 重 心 移 動 の 軌 跡 、 時 間 因 子
お よ び 距 離 因 子 を 示 し て い る 。
【 ０ ０ ２ １ 】
図 ５ の （ ａ ） お よ び （ ｂ ） を 比 較 す れ ば 明 ら か な よ う に 、 歩 行 開 始 時 期 は 足 中 央 部 へ 重 心
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が 移 動 し 、 そ の ま ま 次 の 足 へ と 移 動 し て い る 。 こ れ は 、 片 足 立 脚 時 に 、 重 心 が 前 足 部 へ 移
動 す る 前 に 次 の 足 が 着 地 し 、 両 足 接 地 し た 状 態 で 重 心 を 移 動 さ せ て い る た め で あ る 。 す な
わ ち 、 重 心 移 動 が 効 率 良 く 行 な わ れ て い な い 。
【 ０ ０ ２ ２ 】
歩 き 慣 れ た 時 期 で は 、 重 心 は 踵 部 を 通 り 前 足 部 へ 移 動 し 、 次 の 足 の 踵 部 へ 移 動 し て い る 。
す な わ ち 、 片 足 立 脚 時 に 踵 か ら 前 足 部 へ の 重 心 移 動 が 見 ら れ 、 そ の 後 次 の 足 が 着 地 し て い
る 。 こ れ は 、 前 足 部 で 地 面 を 蹴 る 動 作 の 現 れ で あ る と 考 え ら れ る 。
【 ０ ０ ２ ３ 】
次 に １ 歩 行 周 期 中 の 片 足 立 脚 し て い る 時 間 の 割 合 を 示 す 遊 脚 時 間 率 で は 、 歩 行 開 始 時 は ２
１ ． ５ ％ 、 歩 き 慣 れ た 時 期 で は ３ １ ． ０ ％ と 増 加 し て お り 、 片 足 立 脚 時 の 安 定 性 が 増 し て
い る 。 ま た 、 歩 幅 は 、 歩 行 開 始 時 が ２ ５ ． ９ ｃ ｍ で あ る の に 対 し 、 歩 き 慣 れ た 時 期 で は ３
７ ． ４ ｃ ｍ と 大 き く な っ て お り 、 歩 行 速 度 も ０ ． ６ ３ ｋ ｍ ／ ｈ か ら １ ． ３ ５ ｋ ｍ ／ ｈ へ と
増 加 し て い る 。 こ の こ と か ら 、 歩 行 の 効 率 が 良 く な っ て い る と 考 え ら れ る 。
【 ０ ０ ２ ４ 】
以 上 の 計 測 結 果 か ら 、 歩 行 開 始 か ら 歩 き 慣 れ て 行 く に 従 い 歩 行 時 の 安 定 性 の 増 加 、 歩 行 効
率 の 増 加 が 見 ら れ 、 歩 行 が 上 達 し て い る こ と が 認 め ら れ た 。
【 ０ ０ ２ ５ 】
本 発 明 は 、 上 記 の よ う な 乳 幼 児 の 歩 行 特 性 を 考 慮 し て 、 そ の 成 長 段 階 に 応 じ て 適 切 に 土 踏
ま ず の 形 成 を 促 進 す る こ と の で き る 中 敷 き セ ッ ト お よ び 中 敷 き を 提 供 し よ う と す る も の で
あ る 。
【 ０ ０ ２ ６ 】
中 敷 き セ ッ ト は 、 図 ６ ～ 図 ８ に 示 す 第 １ の 中 敷 き １ ０ と 、 図 ９ ～ 図 １ ０ に 示 す 第 ２ の 中 敷
２ ０ と 、 図 １ １ ～ 図 １ ３ に 示 す 第 ３ の 中 敷 き ３ ０ と 、 図 １ ４ ～ 図 １ ５ に 示 す 第 ４ の 中 敷 き
４ ０ と 、 図 １ ６ に 示 す 第 ５ の 中 敷 き ５ ０ と を 備 え る 。
【 ０ ０ ２ ７ 】
な お 、 異 な っ た 種 類 の 中 敷 き を 組 み 合 わ せ て 中 敷 き セ ッ ト を 作 る が 、 そ の 目 的 に 応 じ て 種
々 の 組 み 合 わ せ 方 が あ る 。 例 え ば 、 以 下 に 記 載 す る 中 敷 き の 組 合 せ で 中 敷 き セ ッ ト を 構 成
す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ２ ８ 】
Ａ ． 第 １ 中 敷 き １ ０ ＋ 第 ２ 中 敷 き ２ ０ （ 図 ２ ０ ）
Ｂ ． 第 ３ 中 敷 き ３ ０ ＋ 第 ４ 中 敷 き ４ ０ （ 図 ２ １ ）
Ｃ ． 第 １ 中 敷 き １ ０ ＋ 第 ３ 中 敷 き ３ ０ （ 図 ２ ２ ）
Ｄ ． 第 ２ 中 敷 き ２ ０ ＋ 第 ４ 中 敷 き ４ ０ （ 図 ２ ３ ）
Ｅ ． 第 １ 中 敷 き １ ０ ＋ 第 ３ 中 敷 き ３ ０ ＋ 第 ５ 中 敷 き ５ ０ （ 図 ２ ４ ）
Ｆ ． 第 ２ 中 敷 き ２ ０ ＋ 第 ４ 中 敷 き ４ ０ ＋ 第 ５ 中 敷 き ５ ０ （ 図 ２ ５ ）
Ｇ ． 第 １ 中 敷 き １ ０ ＋ 第 ２ 中 敷 き ２ ０ ＋ 第 ３ 中 敷 き ３ ０ ＋ 第 ４ 中 敷 き ４ ０ ＋ 第 ５ 中 敷 き ５
０ （ 図 ２ ６ ）
図 ６ に 示 す 第 １ 中 敷 き １ ０ お よ び 図 １ １ に 示 す 第 ３ 中 敷 き ３ ０ は 、 乳 幼 児 の 足 の 第 １ 指 と
第 ２ 指 と の 間 に 挟 ま れ る 指 間 隆 起 部 を 有 し 、 残 り の 領 域 は 隆 起 部 の な い フ ラ ッ ト な 形 状 で
あ る 。 こ れ ら の 中 敷 き １ ０ お よ び ３ ０ は 、 歩 き 始 め の 段 階 の 乳 幼 児 に 適 し た も の で あ る 。
歩 き 始 め の 乳 幼 児 の 歩 行 動 作 は 、 足 裏 全 体 を ほ ぼ 同 時 に 地 面 に 接 地 す る い わ ゆ る ぺ っ た ん
歩 き で あ り 、 重 心 移 動 の 軌 跡 は 直 線 的 で 親 指 （ 第 １ 指 ） の と こ ろ で 抜 け る 。
【 ０ ０ ２ ９ 】
第 １ 指 と 第 ２ 指 と に 掴 み 動 作 を 与 え る 指 間 隆 起 部 の 存 在 は 、 乳 幼 児 の 足 の 土 踏 ま ず の 形 成
を 促 進 す る 。 歩 き 始 め の よ ち よ ち 歩 き の 段 階 で は 、 ぺ っ た ん 歩 行 、 す な わ ち べ た 足 で し か
歩 け な い の で 、 指 間 隆 起 部 以 外 の 領 域 で は 、 フ ラ ッ ト な 形 状 が 望 ま し い 。 例 え ば 、 こ の 歩
き 始 め の 段 階 で 中 敷 き の 土 踏 ま ず 部 分 に 隆 起 部 が あ る と 、 左 右 の バ ラ ン ス が 悪 く な り 、 乳
幼 児 の 歩 行 が 不 安 定 に な る 。
【 ０ ０ ３ ０ 】
第 １ 中 敷 き １ ０ お よ び 第 ３ 中 敷 き ３ ０ に つ い て 、 よ り 具 体 的 に 説 明 す る 。
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【 ０ ０ ３ １ 】
第 １ 中 敷 き １ ０ は 、 指 間 隆 起 部 と し て 、 乳 幼 児 の 足 の 第 １ 指 １ と 第 ２ 指 ２ と の 間 に 立 ち 上
が っ て 延 び て い る 仕 切 り 壁 １ １ を 備 え る 。 こ の 第 １ 中 敷 き １ ０ は 、 乳 幼 児 が 裸 足 で 靴 を 装
着 す る 場 合 に 使 用 す る も の で あ る 。 図 ８ に 示 す よ う に 、 仕 切 り 壁 １ １ は 第 １ 指 １ と 第 ２ 指
２ と の 間 に 延 在 す る 扁 平 な 板 状 部 材 で あ り 、 そ の 上 方 端 部 １ １ ａ が 僅 か に 厚 く さ れ て い る
。 ま た 、 そ の 基 端 に 中 敷 き の 裏 面 に 位 置 す る 基 端 プ レ ー ト 部 １ １ ｂ が 形 成 さ れ て い る 。 歩
き 始 め の 乳 幼 児 に 適 す る よ う に す る た め に 、 仕 切 り 壁 １ １ 以 外 の 領 域 は 、 フ ラ ッ ト な 形 状
で あ る 。
【 ０ ０ ３ ２ 】
図 ８ に 示 す よ う に 、 仕 切 り 壁 １ １ の 高 さ は 、 乳 幼 児 の 足 の 指 と ほ ぼ 同 じ か 、 そ れ よ り も 大
き く さ れ て い る 。 乳 幼 児 の 足 は 、 第 １ 指 １ と 第 ２ 指 ２ と の 間 に 位 置 す る 仕 切 り 壁 １ １ を 挟
ん で 掴 む よ う な 運 動 を 行 な う の で 、 土 踏 ま ず の 形 成 が 促 進 さ れ る 。
【 ０ ０ ３ ３ 】
図 １ ７ ～ 図 １ ９ に 示 す 第 ６ 中 敷 き ６ ０ は 、 第 １ 中 敷 き １ ０ に 対 し て 改 良 を 加 え た も の で あ
る 。 第 ６ 中 敷 き ６ ０ は 、 第 １ 指 と 第 ２ 指 と の 間 に 立 ち 上 が っ て 延 び て い る 仕 切 り 壁 ６ １ を
有 す る 。 図 に 示 す よ う に 、 仕 切 り 壁 ６ １ は 、 相 対 的 に 硬 い 扁 平 な 硬 質 材 料 部 ６ ２ と 、 こ の
硬 質 材 料 部 ６ ２ の 全 体 を 包 み 込 む 相 対 的 に 軟 ら か い 軟 質 材 料 部 ６ ３ と を 有 す る 。 硬 質 材 料
部 ６ ２ は 、 例 え ば 硬 い シ リ コ ン ゴ ム に よ っ て 形 成 さ れ 、 軟 質 材 料 部 ６ ３ は 、 例 え ば 軟 ら か
い シ リ コ ン ゴ ム に よ っ て 形 成 さ れ る 。
【 ０ ０ ３ ４ 】
仕 切 り 壁 ６ １ は 、 非 常 に 敏 感 で 弱 い 乳 幼 児 の 皮 膚 に 直 接 接 す る も の で あ る 。 第 ６ 中 敷 き ６
０ に よ れ ば 、 軟 ら か い 軟 質 材 料 部 ６ ３ が 乳 幼 児 の 皮 膚 に 接 触 す る の で 、 皮 膚 を 傷 つ け な い
。 一 方 、 内 部 の 硬 い 硬 質 材 料 部 ６ ２ は 、 仕 切 り 壁 ６ １ を 安 定 し て 起 立 状 態 に 保 つ 。
【 ０ ０ ３ ５ 】
図 １ １ ～ 図 １ ３ に 示 す 第 ３ 中 敷 き ３ ０ は 、 指 間 隆 起 部 と し て 、 第 １ 指 １ と 第 ２ 指 ２ と の 間
に 小 さ く 隆 起 し て 延 び て い る 縦 隆 起 部 ３ ２ と 、 第 １ 指 １ の 付 け 根 の 下 お よ び 第 ２ 指 ２ の 付
け 根 の 下 に ま で 延 び て い る 横 隆 起 部 ３ ３ と か ら な る 逆 Ｔ 字 形 状 隆 起 部 ３ １ を 備 え る 。 こ の
第 ３ 中 敷 き ３ ０ は 、 隆 起 部 の 高 さ が 低 い の で 、 乳 幼 児 が 靴 下 を 履 い て 靴 を 装 着 す る 場 合 に
使 用 す る の に 適 し て い る 。 な お 、 言 う ま で も な い が 、 乳 幼 児 が 裸 足 で 靴 を 装 着 す る 場 合 に
も 、 第 ３ 中 敷 き ３ ０ を 使 用 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ３ ６ 】
靴 下 を 履 い た ま ま で 第 ３ 中 敷 き ３ ０ 上 に 足 を 乗 せ る こ と を 考 慮 す る と 、 逆 Ｔ 字 形 状 隆 起 部
３ １ の 高 さ 、 す な わ ち 、 縦 隆 起 部 ３ ２ お よ び 横 隆 起 部 ３ ３ の 高 さ は 、 ５ ｍ ｍ 以 下 に す る の
が 好 ま し い 。
【 ０ ０ ３ ７ 】
乳 幼 児 は 、 靴 下 を 履 い た 状 態 で も 、 第 １ 指 １ と 第 ２ 指 ２ と で 縦 隆 起 部 ３ ２ を 掴 む よ う な 指
運 動 を 行 な う 。 こ の 場 合 、 縦 隆 起 部 ３ ２ の 高 さ が 低 い の で 、 縦 隆 起 部 ３ ２ だ け だ と 指 が 滑
っ て し ま い 、 指 の つ か み 動 作 が 不 十 分 と な る 。 横 隆 起 部 ３ ３ は 、 こ の よ う な 指 の す べ り を
止 め る よ う に 作 用 す る の で 、 良 好 な 掴 み 動 作 を 行 な い 易 く す る 。
【 ０ ０ ３ ８ 】
歩 き 始 め の 乳 幼 児 は べ た 足 歩 行 で あ る の で 、 第 ４ 指 ４ お よ び 第 ５ 指 ５ の 付 け 根 の 下 に ま で
隆 起 部 が 延 び て い る と 、 歩 行 時 に 足 の ひ っ か か り が 生 じ る よ う に な り 、 歩 行 バ ラ ン ス が 悪
く な る 。 そ こ で 、 好 ま し く は 、 横 隆 起 部 ３ ３ は 、 そ の 一 方 端 が 第 ３ 指 ３ を 越 え な い 長 さ で
あ る 。
【 ０ ０ ３ ９ 】
前 述 し た よ う に 、 第 １ 中 敷 き １ ０ は 裸 足 で 靴 を 装 着 す る と き に 使 用 さ れ る も の で あ り 、 第
３ 中 敷 き ３ ０ は 特 に 靴 下 を 履 い た 状 態 で 靴 を 装 着 す る と き に 使 用 さ れ る も の で あ る 。 し た
が っ て 、 　 第 １ 中 敷 １ ０ と 第 ３ 中 敷 き ３ ０ と の 組 合 せ か ら な る 中 敷 き セ ッ ト （ 図 ２ ２ ） に
よ れ ば 、 裸 足 の 状 態 お よ び 靴 下 を 履 い た 状 態 の 両 状 態 に お い て 歩 き 始 め の 乳 幼 児 の 土 踏 ま
ず の 形 成 を 促 進 す る こ と が で き る 。
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【 ０ ０ ４ ０ 】
裸 足 の 状 態 と 靴 下 を 履 い た 状 態 と で は 、 靴 下 の 厚 み 分 だ け 靴 内 の 足 の 高 さ が 異 な っ て く る
。 そ こ で 、 第 １ 中 敷 き １ ０ と 第 ３ 中 敷 き ３ ０ と の 組 み 合 わ せ に 加 え て 、 図 １ ６ に 示 す 凹 凸
の な い フ ラ ッ ト な 形 状 の 第 ５ 中 敷 き ５ ０ を セ ッ ト と し て 備 え る の が 好 ま し い （ 図 ２ ４ ） 。
こ の 第 ５ 中 敷 き ５ ０ は 、 裸 足 で 靴 を 装 着 す る と き 、 第 １ 中 敷 き １ ０ の 下 に 置 か れ る 。 第 ３
中 敷 き ３ ０ を 裸 足 で 使 用 す る 場 合 に も 、 第 ３ 中 敷 き ３ ０ の 下 に 第 ５ 中 敷 き ５ ０ を 配 置 す る
の が よ い 。
【 ０ ０ ４ １ 】
図 ９ に 示 す 第 ２ 中 敷 き ２ ０ お よ び 図 １ ４ に 示 す 第 ４ 中 敷 き ４ ０ は 、 そ れ ぞ れ 、 指 間 隆 起 部
に 加 え て 、 乳 幼 児 の 足 の 土 踏 ま ず に 当 た る 土 踏 ま ず 用 隆 起 部 を 有 す る 。 こ れ ら の 中 敷 き ２
０ お よ び ４ ０ は 、 土 踏 ま ず の 形 成 が 始 ま り か け た 段 階 の 乳 幼 児 に 適 し た も の で あ る 。 土 踏
ま ず の 形 成 が 始 ま る と 、 重 心 移 動 の 軌 跡 が 円 弧 を 描 く よ う に な る 。 た だ し 、 ま だ 湾 曲 の 度
合 い は 小 さ い 。 そ こ で 、 こ の 段 階 で 、 土 踏 ま ず 用 隆 起 部 を 有 す る 中 敷 き を 使 用 す る と 、 足
の 土 踏 ま ず 部 分 に 当 た る 隆 起 部 の 存 在 に よ り 、 外 へ 向 か う 重 心 の 移 動 が よ り 大 き く な る 。
そ の 結 果 、 円 弧 状 の 重 心 移 動 の 軌 跡 の 湾 曲 の 度 合 い が 大 き く な り 、 土 踏 ま ず の 形 成 を よ り
促 進 す る よ う に な る 。
【 ０ ０ ４ ２ 】
第 ２ 中 敷 き ２ ０ お よ び 第 ４ 中 敷 き ４ ０ に つ い て 、 よ り 具 体 的 に 説 明 す る 。
【 ０ ０ ４ ３ 】
第 ２ 中 敷 き ２ ０ は 、 指 間 隆 起 部 と し て 、 乳 幼 児 の 足 の 第 １ 指 １ と 第 ２ 指 ２ と の 間 に 立 ち 上
が っ て 延 び て い る 仕 切 り 壁 ２ １ を 備 え る こ と に 加 え て 、 乳 幼 児 の 足 の 土 踏 ま ず に 当 た る 土
踏 ま ず 用 隆 起 部 ２ ２ を 備 え る 。 仕 切 り 壁 ２ １ は 、 第 １ 中 敷 き １ ０ の 仕 切 り 壁 １ １ と 実 質 的
に 同 じ で あ る の で 、 そ の 説 明 を 省 略 す る 。 土 踏 ま ず 用 隆 起 部 ２ ２ は 、 図 ９ お よ び 図 １ ０ に
示 す よ う に 、 乳 幼 児 の 足 の 土 踏 ま ず 形 成 領 域 の 全 体 に 当 た る よ う な 形 状 で 隆 起 し て い る 。
【 ０ ０ ４ ４ 】
第 ２ 中 敷 き ２ ０ は 、 土 踏 ま ず の 形 成 が 始 ま り か け た 乳 幼 児 が 裸 足 で 靴 を 装 着 す る 場 合 に 使
用 す る も の で あ る 。 こ の 段 階 で の 第 ２ 中 敷 き ２ ０ の 使 用 は 、 仕 切 り 壁 ２ １ に よ る 指 運 動 の
助 長 に 加 え て 、 重 心 移 動 の 軌 跡 の 湾 曲 の 度 合 い を 土 踏 ま ず 用 隆 起 部 ２ ２ に よ っ て よ り 大 き
く す る の で 、 土 踏 ま ず の 形 成 が よ り 促 進 さ れ る 。
【 ０ ０ ４ ５ 】
第 １ 中 敷 き １ ０ と 第 ２ 中 敷 き ２ ０ と の 組 み 合 わ せ か ら な る 中 敷 き セ ッ ト （ 図 ２ ０ ） は 、 乳
幼 児 が 裸 足 で 靴 を 着 用 す る 場 合 に 使 用 さ れ る も の で あ り 、 歩 き 始 め の 段 階 か ら 土 踏 ま ず の
形 成 が 始 ま り か け た 段 階 ま で 使 用 で き る 。
【 ０ ０ ４ ６ 】
第 ４ 中 敷 き ４ ０ は 、 指 間 隆 起 部 と し て 、 第 １ 指 １ と 第 ２ 指 ２ と の 間 に 小 さ く 隆 起 し て 延 び
て い る 縦 隆 起 部 ４ ２ と 、 第 １ 指 １ の 付 け 根 の 下 お よ び 第 ２ 指 ２ の 付 け 根 の 下 に 延 び て い る
横 隆 起 部 ４ ３ と か ら な る 逆 Ｔ 字 形 状 隆 起 部 ４ １ を 備 え る こ と に 加 え て 、 乳 幼 児 の 足 の 土 踏
ま ず に 当 た る 土 踏 ま ず 用 隆 起 部 ４ ４ を 備 え る 。 逆 Ｔ 字 形 状 隆 起 部 ４ １ は 、 第 ３ 中 敷 き ３ ０
の 逆 Ｔ 字 形 状 隆 起 部 ３ １ と 実 質 的 に 同 じ で あ る の で 、 そ の 説 明 を 省 略 す る 。 土 踏 ま ず 用 隆
起 部 ４ ４ は 、 図 １ ４ お よ び 図 １ ５ に 示 す よ う に 、 乳 幼 児 の 足 の 土 踏 ま ず 形 成 領 域 の 全 体 に
当 た る よ う な 形 状 で 隆 起 し て い る 。
【 ０ ０ ４ ７ 】
第 ４ 中 敷 き ４ ０ は 、 土 踏 ま ず の 形 成 が 始 ま り か け た 乳 幼 児 が 靴 下 を 履 い て 靴 を 着 用 す る 場
合 に 使 用 す る も の で あ る 。 こ の 段 階 で の 第 ４ 中 敷 き ４ ０ の 使 用 は 、 逆 Ｔ 字 形 状 隆 起 部 ４ １
に よ る 指 運 動 の 助 長 に 加 え て 、 重 心 移 動 の 軌 跡 の 湾 曲 の 度 合 い を 土 踏 ま ず 用 隆 起 部 ４ ４ に
よ っ て よ り 大 き く す る の で 、 土 踏 ま ず の 形 成 が よ り 促 進 さ れ る 。
【 ０ ０ ４ ８ 】
第 ３ 中 敷 き ３ ０ と 第 ４ 中 敷 き ４ ０ と の 組 み 合 わ せ か ら な る 中 敷 き セ ッ ト （ 図 ２ １ ） は 、 乳
幼 児 が 特 に 靴 下 を 履 い て 靴 を 着 用 す る 場 合 に 使 用 さ れ る も の で あ り 、 歩 き 始 め の 段 階 か ら
土 踏 ま ず の 形 成 が 始 ま り か け た 段 階 ま で 使 用 で き る 。
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【 ０ ０ ４ ９ 】
前 述 し た よ う に 、 第 ２ 中 敷 き ２ ０ は 裸 足 で 靴 を 装 着 す る と き に 使 用 さ れ る も の で あ り 、 第
４ 中 敷 き ４ ０ は 特 に 靴 下 を 履 い た 状 態 で 靴 を 装 着 す る と き に 使 用 さ れ る も の で あ る 。 し た
が っ て 、 　 第 ２ 中 敷 ２ ０ と 第 ４ 中 敷 き ４ ０ と の 組 合 せ か ら な る 中 敷 き セ ッ ト （ 図 ２ ３ ） に
よ れ ば 、 裸 足 の 状 態 お よ び 靴 下 を 履 い た 状 態 の 両 状 態 に お い て 土 踏 ま ず の 形 成 が 始 ま り か
け た 乳 幼 児 に 対 し て 、 土 踏 ま ず の 形 成 を よ り 促 進 す る こ と が で き る 。 裸 足 の 状 態 と 靴 下 を
履 い た 状 態 と で は 、 靴 下 の 厚 み 分 だ け 靴 内 の 足 の 高 さ が 異 な っ て く る の で 、 第 ２ 中 敷 き ２
０ と 第 ４ 中 敷 き ４ ０ と の 組 み 合 わ せ に 加 え て 、 図 １ ６ に 示 す 凹 凸 の な い フ ラ ッ ト な 形 状 の
第 ５ 中 敷 き ５ ０ を セ ッ ト と し て 備 え る の が 好 ま し い （ 図 ２ ５ ） 。
【 ０ ０ ５ ０ 】
図 ２ ６ に 示 す 中 敷 き セ ッ ト は 、 第 １ 中 敷 き １ ０ と 、 第 ２ 中 敷 き ２ ０ と 、 第 ３ 中 敷 き ３ ０ と
、 第 ４ 中 敷 き ４ ０ と 、 第 ５ 中 敷 き ５ ０ と を 備 え る 。 こ の 中 敷 き セ ッ ト に よ れ ば 、 裸 足 の 状
態 お よ び 靴 下 を 履 い た 状 態 の 両 状 態 に も 対 応 で き 、 し か も 歩 き 始 め の 段 階 か ら 土 踏 ま ず の
形 成 が 始 ま り か け た 段 階 ま で 使 用 で き る 。
【 ０ ０ ５ １ 】
以 上 、 こ の 発 明 を 図 面 を 参 照 し て 説 明 し た が 、 こ の 発 明 は 、 図 示 し た 実 施 形 態 に 限 定 さ れ
る も の で は な い 。 特 許 請 求 の 範 囲 に 記 載 さ れ た 発 明 と 同 一 の 範 囲 内 に お い て 、 あ る い は 均
等 の 範 囲 内 に お い て 、 図 示 し た 実 施 形 態 に 対 し て 種 々 の 修 正 や 変 形 を 加 え る こ と が 可 能 で
あ る 。
【 図 面 の 簡 単 な 説 明 】
【 図 １ 】 大 人 の 足 の 重 心 移 動 の 軌 跡 を 示 す 図 で あ る 。
【 図 ２ 】 圧 分 布 分 析 の た め に 乳 幼 児 の 足 を 前 部 と 後 部 と に 分 割 し た こ と を 示 す 図 で あ る 。
【 図 ３ 】 右 足 荷 重 の 時 間 変 化 を 示 す 図 で あ る 。
【 図 ４ 】 足 裏 の 重 心 移 動 の 軌 跡 を 示 す 図 で あ る 。
【 図 ５ 】 左 右 の 足 の 重 心 移 動 の 軌 跡 を 示 す 図 で あ る 。
【 図 ６ 】 中 敷 き の 一 例 を 示 す 斜 視 図 で あ る 。
【 図 ７ 】 図 ６ の 中 敷 き の 平 面 図 で あ る 。
【 図 ８ 】 図 ７ の 線 ８ － ８ に 沿 っ て 見 た 断 面 図 で あ る 。
【 図 ９ 】 中 敷 き の 他 の 例 を 示 す 平 面 図 で あ る 。
【 図 １ ０ 】 図 ９ の 線 １ ０ － １ ０ に 沿 っ て 見 た 断 面 図 で あ る 。
【 図 １ １ 】 中 敷 き の さ ら に 他 の 例 を 示 す 斜 視 図 で あ る 。
【 図 １ ２ 】 図 １ １ の 中 敷 き の 平 面 図 で あ る 。
【 図 １ ３ 】 図 １ ２ の 線 １ ３ － １ ３ に 沿 っ て 見 た 断 面 図 で あ る 。
【 図 １ ４ 】 中 敷 き の さ ら に 他 の 例 を 示 す 平 面 図 で あ る 。
【 図 １ ５ 】 図 １ ４ の 線 １ ５ － １ ５ に 沿 っ て 見 た 断 面 図 で あ る 。
【 図 １ ６ 】 中 敷 き の さ ら に 他 の 例 を 示 す 斜 視 図 で あ る 。
【 図 １ ７ 】 中 敷 き の さ ら に 他 の 例 を 示 す 斜 視 図 で あ る 。
【 図 １ ８ 】 図 １ ７ に 示 し た 中 敷 き の 仕 切 り 壁 を 長 さ 方 向 に 切 断 し た 縦 断 面 図 で あ る 。
【 図 １ ９ 】 図 １ ７ に 示 し た 中 敷 き の 仕 切 り 壁 を 幅 方 向 に 切 断 し た 縦 断 面 図 で あ る 。
【 図 ２ ０ 】 中 敷 き セ ッ ト の 一 例 を 示 す 図 で あ る 。
【 図 ２ １ 】 中 敷 き セ ッ ト の 他 の 例 を 示 す 図 で あ る 。
【 図 ２ ２ 】 中 敷 き セ ッ ト の さ ら に 他 の 例 を 示 す 図 で あ る 。
【 図 ２ ３ 】 中 敷 き セ ッ ト の さ ら に 他 の 例 を 示 す 図 で あ る 。
【 図 ２ ４ 】 中 敷 き セ ッ ト の さ ら に 他 の 例 を 示 す 図 で あ る 。
【 図 ２ ５ 】 中 敷 き セ ッ ト の さ ら に 他 の 例 を 示 す 図 で あ る 。
【 図 ２ ６ 】 中 敷 き セ ッ ト の さ ら に 他 の 例 を 示 す 図 で あ る 。
【 符 号 の 説 明 】
１ ０ 　 第 １ 中 敷 き 、 １ １ 　 仕 切 り 壁 、 ２ ０ 　 第 ２ 中 敷 き 、 ２ １ 　 仕 切 り 壁 、 ２ ２ 　 土 踏 ま
ず 用 隆 起 部 、 ３ ０ 　 第 ３ 中 敷 き 、 ３ １ 　 逆 Ｔ 字 形 状 隆 起 部 、 ３ ２ 　 縦 隆 起 部 、 ３ ３ 　 横 隆
起 部 、 ４ ０ 　 第 ４ 中 敷 き 、 ４ １ 　 逆 Ｔ 字 形 状 隆 起 部 、 ４ ２ 　 縦 隆 起 部 、 ４ ３ 　 横 隆 起 部 、
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４ ４ 　 土 踏 ま ず 用 隆 起 部 、 ５ ０ 　 第 ５ 中 敷 き 、 ６ ０ 第 ６ 中 敷 き 、 ６ １ 　 仕 切 り 壁 、 ６ ２ 　
硬 質 材 料 部 、 ６ ３ 　 軟 質 材 料 部 。

【 図 １ 】

【 図 ２ 】

【 図 ３ 】
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【 図 ４ 】 【 図 ５ 】

【 図 ６ 】

【 図 ７ 】

【 図 ８ 】

【 図 ９ 】

(9) JP 2004-254867 A 2004.9.16



【 図 １ ０ 】

【 図 １ １ 】

【 図 １ ２ 】

【 図 １ ３ 】

【 図 １ ４ 】

【 図 １ ５ 】

【 図 １ ６ 】

【 図 １ ７ 】

(10) JP 2004-254867 A 2004.9.16



【 図 １ ８ 】

【 図 １ ９ 】

【 図 ２ ０ 】

【 図 ２ １ 】 【 図 ２ ２ 】
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【 図 ２ ３ 】 【 図 ２ ４ 】

【 図 ２ ５ 】 【 図 ２ ６ 】
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